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◆
11
月
・
12
月
の
イ
ベ
ン
ト
案
内

●
本
館

『
図
書
館d

e

シ
ネ
マ
』

【
日
時
】
11
月
23
日(

土
・
祝)

①
10
時
30
分
～  

②
13
時
30
分
～

【
場
所
】
本
館

【
事
前
申
込
み
】
不
要

●
香
北
分
館

『
お
正
月
リ
ー
ス
づ
く
り
』

【
日
時
】
12
月
22
日
（
日
）
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時
～
11
時
30
分

【
場
所
】
香
北
分
館

【
事
前
申
込
み
】
必
要

【
定
員
】
15
組
程
度

●
物
部
分
館

『
物
部
地
区
文
化
展

　

公
民
館×

図
書
館

　

に
ゃ
ん
の
部
屋
２
０
１
９
』

【
開
催
日
】
11
月
16
日
（
土
）

～
17
日
（
日
）

【
場
所
】

奥
物
部
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

※

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
申
し
込
み
、
お

問
い
合
わ
せ
は
開
催
館
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

◆
館
内
整
理
に
と
も
な
う
休
館
に

つ
い
て

　

11
月
か
ら
、
館
内
整
理
の
た

め
毎
月
第
３
木
曜
日
を
休
館
と

し
ま
す
。

　

図
書
館
を
利
用
し
や
す
く
す

る
た
め
に
書
架
や
書
庫
に
あ
る

資
料
の
整
理
や
展
示
の
入
れ
替

え
な
ど
、
開
館
中
に
は
で
き
な

市
立
図
書
館

Ｐｉｃｋ  Ｕｐ
ゼロから分かる！

図解　落語入門

稲田和浩　文

そもそも落語ってどうい

うもの？誰もが気軽に楽

しめるエンターテインメ

ント、「落語」の基礎知

識から意外な豆知識まで

をイラストで解説。

愛と欲望の三国志

箱崎みどり　著

「三国志」を愛してやまな

い東大卒女子アナが執筆。

日中戦争下の三国志ブーム

の研究成果も盛り込みなが

ら、“「三国志」の日本

史”に迫ります。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

吉
井
勇
記
念
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☎
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猪
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々
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俳

句

を

　

『
四
万
十
俳
句
会
』
の
皆
さ

ん
と
、
吉
井
勇
も
心
を
癒
や
さ

れ
た
穏
や
か
な
時
間
の
流
れ
る

猪
野
々
の
地
で
俳
句
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

【
日
時
】
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月
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日
（
日
）

13
時
～

【
場
所
】
猪
野
々
集
会
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（
吉
井
勇
記
念
館
隣
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【
参
加
費
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無
料

館
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』

　

当
館
館
長
に
よ
る
講
演
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『
吉
井
勇
と
木
村
久
夫
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開

催
し
ま
す
。

　

猪
野
々
に
は
吉
井
勇
と
木
村

久
夫
の
歌
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。

木
村
久
夫
は
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犯
と
し
て
絞
首

刑
と
な
り
、
28
歳
の
若
さ
で
生

涯
を
終
え
ま
し
た
。
『
き
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わ

だ
つ
み
の
こ
え
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に
残
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た

彼
の
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は
戦
争
の
不
条
理
を

訴
え
、
多
く
の
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今
も
語
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て
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。
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っ
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二
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々
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は
。
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よ
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作
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の
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。

い
ち
い
ち
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ぼ
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ぶ
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く

ろ

は
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た
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そ
び
ょ
う
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あ
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南
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興
大
会

極
道
に
生
れ
て
河
豚
の
う
ま
さ
か
な

秋
寒
の
心
さ
び
し
く
酔
ひ
に
け
り

吉
井
勇

２０Kami ２２

×

愛と

箱崎

「三

い東

日中

の研

ら、

史”

ゼロ

図解

稲田

そも

うも

しめ

ント

識か

をイ

読書リレー

私
の
お
スス
メ

高知工科大学インターンシップ生

鳥谷怜司さんのオススメ

心を整える。勝利をたぐり寄
せるための５６の習慣
長谷部誠　著

サッカー元日本代表のキャプテンで
ある長谷部誠選手が自身のメンタル
コントロール方法について書いた一
冊。
自分の心と上手く付き合っていくた
めのヒントが数多く書かれているオ
ススメの一冊です。

い
作
業
を
行
い
図
書
利
用
環
境

を
整
え
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
年
内
の
館
内
整
理
日
】

11
月
21
日(

木)

・
12
月
19
日(

木)

【
対
象
】
本
館
・
香
北
分
館
・

物
部
分
館

に迫ります。史

１、豊かな自然を守り、美しいふるさとを未来に届けましょう。

１、互いに思いやり、ささえあう、心安らぐまちにしましょう。

１、歴史に学び、伝統を守り、高め、文化の香りあふれるまちにしましょう。

１、子どもたちの笑い声は宝物、みんなで見守り育てましょう。

１、感謝の気持ちを大切に、元気で働き、仲よく住みよいまちにしましょう。

香美市民憲章 
　私たちの香美市は、美しく、豊かな自然に育まれています。

　先人が築き上げた尊い文化や伝統を受け継ぎ、人々が愛と勇気を心に持ち、

誰もが幸せを感じられるまちを目指し、ここに市民憲章を定めます。

前文

本文

－平成２４年４月１日制定－
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作　

  

黒
南
風
や
畑
に
広
が
る
炭
疽
病　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笹
岡　

英
世

佳　
　
　

作　

  

親
友
の
軍
事
郵
便
土
用
干　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
石　

韮
生

佳　
　
　

作　

  

渓
音
に
水
恋
鳥
の
声
暮
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
田
吾
燈
人

佳　
　
　

作　

  

青
岬
い
つ
の
間
に
や
ら
遠
目
癖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
竹　

洋
子

互
選
高
点
賞　

  

胸
の
荷
は
風
に
あ
ず
け
て
遍
路
旅　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

定
子

香
美
・
香
南
地
区
文
化
協
会
長
賞

※

香
美
市
の
方
お
よ
び
香
美
市
の
文
化
サ
ー
ク
ル
の
方
の
作
品
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

い
ち

の
ぼ

あ
わ

て

う
ぶ
す
な

く

ろ

は

え

た
ん
そ
び
ょ
う


